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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　被写体の撮影に適した予め設定される複数の撮影モードを備える撮像装置であって、
　装着された交換可能なレンズのレンズ特性に応じて前記複数の撮影モードの中から撮影
モードを選択し、選択した前記撮影モードの中から、該レンズの装着時に選択可能な撮影
モードを決定する撮影モード決定部と、
　前記撮影モード決定部が決定した撮影モードを画面に提示する撮影モード提示部と、
を備え、
　前記撮影モード決定部は、予め設定され、前記レンズ特性に応じて選択される撮影モー
ドを追加する指示または削除する指示に応じて、前記決定した撮影モードに対して予め設
定され、前記レンズ特性に応じて選択される撮影モードを追加または削除し、当該追加ま
たは削除された後の撮影モードを前記レンズの装着時に選択可能な撮影モードとして決定
することを特徴とする、撮像装置。
【請求項２】
　前記撮影モード決定部は、装着される前記レンズ特性を取得して他のレンズと識別して
撮影モードを決定することを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　選択可能な撮影モードを、装着される前記レンズを個別に識別する情報と対応付けて記
憶する記憶部をさらに備えることを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項４】
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　前記レンズを個別に識別する情報は、１つのレンズ当たり１または２以上有することを
特徴とする、請求項３に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記レンズを個別に識別する情報は、シリアル番号であることを特徴とする、請求項３
に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記撮影モード決定部は、同じ種別のレンズであっても前記レンズを個別に識別する情
報の違いによって、選択可能な撮影モードを異ならせて決定することを特徴とする、請求
項５に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記撮影モードは、被写体を撮影するシーンモードを含むことを特徴とする、請求項１
に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記撮影モードは、前記レンズのフォーカスレンズ駆動範囲を切り替えるモードを含む
ことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項９】
　前記撮影モードは、前記レンズのフォーカス処理をオートフォーカスとマニュアルフォ
ーカスとで切り替えるフォーカスモードを含むことを特徴とする、請求項１に記載の撮像
装置。
【請求項１０】
　前記レンズ特性は、少なくともレンズの種別、焦点距離情報、被写体距離情報、特定動
作切替手段情報のいずれかを含むことを特徴とする、請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　被写体の撮影に適した予め設定される複数の撮影モードを備える撮像装置の撮影モード
選択方法であって、
　装着される交換可能なレンズのレンズ特性に応じて前記複数の撮影モードの中から撮影
モードを選択し、選択した前記撮影モードの中から選択可能な撮影モードを決定する撮影
モード決定ステップと、
　前記撮影モード決定ステップが決定した撮影モードを画面に提示する撮影モード提示ス
テップと、
　予め設定され、前記レンズ特性に応じて選択される撮影モードを追加する指示または削
除する指示に応じて、前記撮影モード提示ステップが提示した撮影モードに対して撮影モ
ードを追加または削除する撮影モード編集ステップと、
を備え、
　前記撮影モード決定ステップは、前記撮影モード編集ステップで編集された後の撮影モ
ードを前記レンズの装着時に選択可能な撮影モードとして決定することを特徴とする、撮
像装置の撮影モード選択方法。
【請求項１２】
　コンピュータに、被写体の撮影に適した予め設定される複数の撮影モードを備える撮像
装置の撮影モードを選択させるコンピュータプログラムであって、
　装着される交換可能なレンズのレンズ特性に応じて前記複数の撮影モードの中から撮影
モードを選択し、選択した前記撮影モードの中から選択可能な撮影モードを決定する撮影
モード決定ステップと、
　前記撮影モード決定ステップが決定した撮影モードを画面に提示する撮影モード提示ス
テップと、
　予め設定され、前記レンズ特性に応じて選択される撮影モードを追加する指示または削
除する指示に応じて、前記撮影モード提示ステップが提示した撮影モードに対して撮影モ
ードを追加または削除する撮影モード編集ステップと、
を実行させ、
　前記撮影モード決定ステップは、前記撮影モード編集ステップで編集された後の撮影モ
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ードを前記レンズの装着時に選択可能な撮影モードとして決定することを特徴とする、コ
ンピュータプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、撮像装置、撮影モード選択方法及びコンピュータプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　静止画像や動画像を撮影する撮像装置には、被写体の撮影に適した設定が予め指定され
た複数のシーンモードを搭載したものがある。代表的なシーンモードとしては、「ポート
レート」「風景」「クローズアップ」「スポーツ」「記念写真」「キャンドル」などがあ
り、これらのモードは、最適なシャッタ速度、絞り効果、手ぶれ発生抑制効果、色再現特
性といった画質関連の制御において最適な設定値が予め指定されている。撮影者は、複数
のシーンから撮影状況に応じて任意のシーンを選択することで、シーンに合わせた設定で
撮影することが可能になる。
【０００３】
　最近は、用意されたシーンモードやフォーカスモードといった撮影モードの中から撮影
者がモードを選択するだけでなく、被写体の状況を解析して、最も適した撮影モードを自
動判定する機能が搭載された撮像装置も存在する。これは、自動判定の性能が向上しただ
けでなく、撮像装置に搭載される撮影モードの数が増加傾向にあり、数ある撮影モードの
中から撮影者がどの撮影モードが相応しいか選択に迷ったり、多くの設定ボタンや設定ア
イコンを操作したりする煩わしさから開放される側面も大きい。特に、撮影に慣れていな
い初心者にとっては、自動的にシーンを選択する機能は重宝される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開２００５－３２３４８号公報
【特許文献２】特開２００７－７４５５０号公報
【特許文献３】特開２００７－３２４９６５号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかし、このような撮影モードの自動判定機能は、時には認識エラーを起こしたり、ま
た認識に間違いとは言えないまでも、撮影者の意図しない（期待とは異なる）モードを選
択したり、また少しの画角の変化で認識結果が不安定になる、という問題が現実に存在し
ていた。また、撮像装置が選択した撮影モードは撮影者の期待に沿ったものであるが、撮
影モード選択後の処理内容が撮影者の好みに合わず、結果的に撮影画像が撮影者の意図し
たものにならないという問題もあった。
【０００６】
　そのため、ある程度撮影に慣れた撮影者は、このような問題を回避しようと、撮影モー
ドの自動判定機能を利用せず、従来の手動操作による撮影モードの選択機能を用いること
で撮影モードを選ぶことになる。しかし、上述のように多数の撮影モードの中から使用す
る撮影モードを選択するのは面倒であることや、撮影モードの選択、決定までに時間がか
かりすぎるという問題もある。また、撮影者が好んで使用する撮影モードは限られている
ことが多く、将来的にも使われる可能性が低い撮影モードが幾つも存在する。
【０００７】
　被写体や撮像装置、撮像装置に装着したレンズの特性から、撮影モードの選択をより効
果的に、かつ簡単に行えることが期待されており、さらのその設定内容の再現性について
も求められる。
【０００８】
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　そこで、本発明は、上記問題に鑑みてなされたものであり、本発明の目的とするところ
は、選択可能な撮影モードを提示した上で、その撮影モードに対する撮影モードの追加や
削除を行えるようにすることで、撮像装置に装着したレンズの特性から、撮影モードの選
択をより効果的に、かつ簡単に行えることが可能な、新規かつ改良された撮像装置、撮影
モード選択方法及びコンピュータプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のある観点によれば、被写体の撮影に適した複数の
撮影モードを備える撮像装置であって、装着されたレンズのレンズ特性に応じて前記撮影
モードの中から、該レンズの装着時に選択可能な撮影モードを決定する撮影モード決定部
と、前記撮影モード決定部が決定した撮影モードを画面に提示する撮影モード提示部と、
を備え、前記撮影モード決定部は、撮影モードの追加指示または削除指示に応じて、前記
決定した撮影モードに対して撮影モードを追加または削除することを特徴とする、撮像装
置が提供される。
【００１０】
　かかる構成を有することにより、装着されたレンズのレンズ特性に応じて前記撮影モー
ドの中から、該レンズの装着時に選択可能な撮影モードを決定し、さらに決定した撮影モ
ードに対する、撮影モードの追加または削除が可能になり、撮像装置に装着したレンズの
特性から、撮影モードの選択をより効果的に、かつ簡単に行えることが可能となる。
【００１１】
　前記レンズは交換可能であり、前記撮影モード決定部は、装着される前記レンズ特性を
取得して他のレンズと識別して撮影モードを決定するようにしてもよい。
【００１２】
　選択可能な撮影モードを、装着される前記レンズを個別に識別する情報と対応付けて記
憶する記憶部をさらに備えていてもよい。
【００１３】
　前記レンズを個別に識別する情報は、１つのレンズ当たり１または２以上有するように
してもよい。
【００１４】
　前記レンズを個別に識別する情報は、シリアル番号であってもよい。
【００１５】
　前記撮影モード決定部は、同じ種別のレンズであっても前記レンズを個別に識別する情
報の違いによって、選択可能な撮影モードを異ならせて決定するようにしてもよい
【００１６】
　前記撮影モードは、被写体を撮影するシーンモードを含むようにしてもよい。
【００１７】
　前記撮影モードは、前記レンズのフォーカスレンズ駆動範囲を切り替えるモードを含む
ようにしてもよい。また、前記撮影モードは、前記レンズのフォーカス処理をオートフォ
ーカスとマニュアルフォーカスとで切り替えるフォーカスモードを含むようにしてもよい
。
【００１８】
　前記レンズ特性は、少なくともレンズの種別、焦点距離情報、被写体距離情報、特定動
作切替手段情報のいずれかを含むようにしてもよい。
【００１９】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、被写体の撮影に適した
複数の撮影モードを備える撮像装置の撮影モード選択方法であって、装着されるレンズの
レンズ特性に応じて前記撮影モードの中から選択可能な撮影モードを決定する撮影モード
決定ステップと、前記撮影モード決定ステップが決定した撮影モードを画面に提示する撮
影モード提示ステップと、撮影モードの追加指示または削除指示に応じて、前記撮影モー
ド提示ステップが提示した撮影モードに対して撮影モードを追加または削除する撮影モー
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ド編集ステップと、を備えることを特徴とする、撮像装置の撮影モード選択方法が提供さ
れる。
【００２０】
　また、上記課題を解決するために、本発明の別の観点によれば、コンピュータに、被写
体の撮影に適した複数の撮影モードを備える撮像装置の撮影モードを選択させるコンピュ
ータプログラムであって、装着されるレンズのレンズ特性に応じて前記撮影モードの中か
ら選択可能な撮影モードを決定する撮影モード決定ステップと、前記撮影モード決定ステ
ップが決定した撮影モードを画面に提示する撮影モード提示ステップと、撮影モードの追
加指示または削除指示に応じて、前記撮影モード提示ステップが提示した撮影モードに対
して撮影モードを追加または削除する撮影モード編集ステップと、を実行させることを特
徴とする、コンピュータプログラムが提供される。
【発明の効果】
【００２１】
　以上説明したように本発明によれば、選択可能な撮影モードを提示した上で、その撮影
モードに対する撮影モードの追加や削除を行えるようにすることで、撮像装置に装着した
レンズの特性から、撮影モードの選択をより効果的に、かつ簡単に行えることが可能な、
新規かつ改良された撮像装置、撮影モード選択方法及びコンピュータプログラムを提供す
ることができる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０の機能構成を示す説明図である。
【図２】表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図３】表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図４】表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図５】表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図６】表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【図７】本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０の動作を示す流れ図である。
【図８】マクロレンズのレンズ駆動範囲の例を示す説明図である。
【図９】レンズ部の外観例を示す説明図である。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下に添付図面を参照しながら、本発明の好適な実施の形態について詳細に説明する。
なお、本明細書及び図面において、実質的に同一の機能構成を有する構成要素については
、同一の符号を付することにより重複説明を省略する。
【００２４】
　＜１．本発明の一実施形態＞
　［１－１．撮像装置の機能構成］
　まず、本発明の一実施形態にかかる撮像装置の機能構成について図面を参照しながら説
明する。図１は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０の機能構成を示す説明図であ
る。以下、図１を用いて本発明の一実施形態に係る撮像装置１０の機能構成について説明
する。
【００２５】
　図１に示したように、本発明の一実施形態に係る撮像装置１０は、本体部１００と、レ
ンズ部２００と、を含んで構成される。
【００２６】
　本体部１００は、シャッタ１０２と、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４と、画像入力コン
トローラ１０６と、不揮発性メモリ１０８と、ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０と、圧縮処理回路１
１２と、ＬＣＤドライバ１１４と、表示部１１６と、ＶＲＡＭ１１８と、メモリ１２０と
、メディアコントローラ１２２と、記録メディア１２４と、操作部１２６と、ドライバ１
２８と、モータ１３０と、バッテリ１３２と、を含んで構成される。
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【００２７】
　また、レンズ部２００は、ズームレンズ２０２と、絞り２０４と、フォーカスレンズ２
０６と、Ａ／Ｄ変換器２０８と、レンズＣＰＵ２１０と、ＲＯＭ２１２と、ＲＡＭ２１４
と、ドライバ２１６、２１８と、モータ２２０，２２２と、を含んで構成される。
【００２８】
　まず、本体部１００の各部について説明する。シャッタ１０２は、レンズ部２００から
入射される入射光の入射時間を調節するためのものである。シャッタ１０２は、本実施形
態においては電子シャッタを用いることによって入射光を制御して、電気信号を取り出す
時間を調節しているが、メカシャッタを用いることによって入射光を制御して、電気信号
を取り出す時間を調節してもよい。
【００２９】
　ＣＭＯＳイメージセンサ１０４は、レンズ部２００からから入射された光を電気信号に
変換するための素子である。ＣＭＯＳイメージセンサ１０４は、ＣＤＳ回路１４２と、Ａ
／Ｄ変換器１４４と、を含んで構成される。ＣＤＳ回路１４２は、ＣＭＯＳイメージセン
サ１０４から出力された電気信号の雑音を除去する、サンプリング回路の一種であるＣＤ
Ｓ回路と、雑音を除去した後に電気信号を増幅するアンプとが一体となった回路である。
本実施形態ではＣＤＳ回路とアンプとが一体となった回路を用いて撮像装置１０を構成し
ているが、ＣＤＳ回路とアンプとを別々の回路で構成してもよい。Ａ／Ｄ変換器１４４は
、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４で生成された電気信号をデジタル信号に変換して、画像
の生データを生成するものである。
【００３０】
　画像入力コントローラ１０６は、Ａ／Ｄ変換器１４４で生成された画像の生データの入
力を制御するものである。不揮発性メモリ１０８は、撮像装置１０を制御するための実行
プログラムや、撮像装置１０の制御に必要な管理情報を記録するものである。本実施形態
では、後に詳述するが、レンズ部２００を識別するためのレンズ識別情報と、そのレンズ
部２００を本体部１００に装着した場合に撮像装置１０が選択可能なシーンモードの情報
を関連付けて記録する。
【００３１】
　ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０は、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４やＣＤＳ回路１４２などに対
して信号系の命令を行ったり、操作部１２６の操作に対する操作系の命令を行ったりする
。本実施形態においては、図１にＤＳＰ・ＣＰＵ１１０を一体として図示しているが、信
号系の命令と操作系の命令とを別々の制御部で（例えば、ＣＰＵとＤＳＰに分けて）実行
するようにしてもよい。
【００３２】
　ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０は、タイミングジェネレータ（ＴＧ）１５１と、Ｉ／Ｏ１５２と
、ＳＩＯ１５３と、ＡＥ／ＡＷＢ／ＡＦ評価値算出部１５４と、適正ＡＷＢ算出部１５５
と、画像処理部１５６と、ＡＦ演算・制御部１５７と、ＡＥ演算・制御部１５８と、ＧＵ
Ｉ管理部１５９と、モード決定部１６０と、を含んで構成される。
【００３３】
　タイミングジェネレータ１５１は、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４にタイミング信号を
入力する。タイミングジェネレータ１５１からのタイミング信号によりシャッタ速度が決
定される。つまり、タイミングジェネレータ１５１からのタイミング信号によりＣＭＯＳ
イメージセンサ１０４の駆動が制御され、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４が駆動する時間
内に被写体からの映像光を入射することで、画像データの基となる電気信号が生成される
。
【００３４】
　Ｉ／Ｏ１５２は、ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０からドライバ１２８への制御を送出するもので
ある。撮影者の操作部１２６の操作に基づいて、ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０はドライバ１２８
へ対して、シャッタ１０２の開閉を実行する命令を送出する。
【００３５】



(7) JP 5778901 B2 2015.9.16

10

20

30

40

50

　ＳＩＯ１５３は、レンズ部２００との通信制御を実行したり、ＣＭＯＳイメージセンサ
１０４に内蔵されているアンプに対してゲイン制御等を実行したりするものである。
【００３６】
　ＡＥ／ＡＷＢ／ＡＦ評価値算出部１５４は、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４から入力さ
れた画像を複数のエリアに分割し、各ブロックの輝度やＲＧＢ平均値、コントラスト値等
の特徴量を算出するものである。
【００３７】
　適正ＡＷＢ算出部１５５は、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４から入力された画像からＡ
Ｅ／ＡＷＢ／ＡＦ評価値算出部１５４が算出したＲＧＢ平均値から、適正なホワイトバラ
ンスを算出するものである。
【００３８】
　画像処理部１５６は、ＣＭＯＳイメージセンサ１０４から入力された画像に対する各種
画像処理、例えばガンマ調整、輪郭調整、ホワイトバランス補正、ゲイン調整等を実行す
るものである。
【００３９】
　ＡＦ演算・制御部１５７は、ＡＥ／ＡＷＢ／ＡＦ評価値算出部１５４が算出した画像コ
ントラスト値を評価し、その画像コントラスト値のピーク値を探索すべく、レンズ部２０
０のフォーカスレンズ２０６の移動方向、速度を決定するものである。
【００４０】
　ＡＥ演算・制御部１５８は、ＡＥ／ＡＷＢ／ＡＦ評価値算出部１５４が算出したブロッ
ク別の輝度値を総合的に評価し、次回の画像入力（ライブビュー画像用）およびリリース
後の撮影時に最適なシャッタ速度、絞り値、ゲインを決定するものである。
【００４１】
　ＧＵＩ管理部１５９は、表示部１１６に表示する画像やアイコンの表示を制御するもの
であり、表示部１１６にタッチパネル機能を搭載している時は、撮影者の操作を検出し、
信号の解析・管理を実行するものである。
【００４２】
　モード決定部１６０は、本体部１００に装着されるレンズ部２００の種別に応じた撮影
モード、例えばシーンモードを決定したり、撮影者の操作に基づいて撮影モードを決定し
たりするものである。モード決定部１６０が、例えば所定のシーンモードを決定すると、
ＡＥ演算・制御部１５８は、決定したシーンモードに応じて適切な絞りやシャッタ速度を
決定する。モード決定部１６０による具体的な撮影モードの決定処理については後に詳述
する。
【００４３】
　圧縮処理回路１１２は、光量のゲイン補正やホワイトバランスの調整が行われた画像を
、適切な形式の画像データに圧縮する。画像の圧縮形式は可逆形式であっても非可逆形式
であってもよい。適切な形式の例として、ＪＰＥＧ（Ｊｏｉｎｔ　Ｐｈｏｔｏｇｒａｐｈ
ｉｃ　Ｅｘｐｅｒｔｓ　Ｇｒｏｕｐ）形式やＪＰＥＧ２０００形式に変換してもよい。
【００４４】
　表示部１１６は、撮影操作する前のライブビュー表示や、撮像装置１０の各種設定画面
や、撮影した画像を表示する。画像データや撮像装置１０の各種情報の表示部１１６への
表示は、ＬＣＤドライバ１１４を介して行われる。
【００４５】
　ＶＲＡＭ１１８は、表示部１１６に表示する内容を保持するものであり、表示部１１６
の解像度や最大発色数はＶＲＡＭ１１８の容量に依存する。
【００４６】
　メモリ１２０は、撮影した画像を一時的に記憶するものである。メモリ１２０は、複数
の画像を記憶できるだけの記憶容量を有している。メモリ１２０への画像の読み書きは画
像入力コントローラ１０６によって制御される。メモリ１２０としては、例えば、図５に
示したようにＳＤＲＡＭ（Ｓｙｎｃｈｒｏｎｏｕｓ　Ｄｙｎａｍｉｃ　Ｒａｎｄｏｍ　Ａ
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ｃｃｅｓｓ　Ｍｅｍｏｒｙ）を用いてもよい。
【００４７】
　記録メディア１２４は、撮像装置１０で撮影した画像を記録するものである。記録メデ
ィア１２４への入出力は、メディアコントローラ１２２によって制御される。記録メディ
ア１２４には、フラッシュメモリにデータを記録するカード型の記憶装置であるメモリカ
ードを用いることができる。
【００４８】
　操作部１２６は、撮像装置１０の操作を行ったり、撮影時の各種の設定を行ったりする
ための部材が配置されている。操作部１２６に配置される部材には、電源ボタン、撮影モ
ードの選択する十字キーおよび選択ボタン、被写体の撮影動作を開始するシャッタボタン
等を含んでいてもよい。
【００４９】
　ドライバ１２８は、シャッタ１０２を動作させるためのモータ１３０の駆動を制御する
ものである。バッテリ１３２は、所定の電力を蓄え、本体部１００やレンズ部２００に電
力を供給するものである。
【００５０】
　次に、レンズ部２００の各部について説明する。ズームレンズ２０２は、光軸方向に前
後して移動させることで焦点距離が連続的に変化するレンズであり、被写体の大きさを変
化して撮影する。絞り２０４は、画像を撮影する際に、モータ２２０によって、本体部１
００のＣＭＯＳイメージセンサ１０４に入ってくる光量を調節する。フォーカスレンズ２
０６は、モータ２２２によって光軸方向に前後して移動させることで被写体のピントを調
節するものである。
【００５１】
　本実施形態においては、ズームレンズ２０２およびフォーカスレンズ２０６は１枚のみ
示しているが、ズームレンズ２０２の枚数は２枚以上であってもよく、フォーカスレンズ
２０６の枚数も２枚以上であってもよい。
【００５２】
　Ａ／Ｄ変換器２０８は、ズームレンズ２０２およびフォーカスレンズ２０６の位置情報
をデジタル情報に変換するものである。Ａ／Ｄ変換器２０８は、デジタル情報に変換した
ズームレンズ２０２およびフォーカスレンズ２０６の位置情報をレンズＣＰＵ２１０に送
る。
【００５３】
　レンズＣＰＵ２１０は、レンズ部２００の内部動作の制御、および本体部１００との間
の情報の通信を制御するものである。例えば、レンズＣＰＵ２１０は、Ａ／Ｄ変換器２０
８でデジタル情報に変換されたズームレンズ２０２およびフォーカスレンズ２０６の位置
情報を受け取って解析することで、ズームレンズ２０２およびフォーカスレンズ２０６の
位置を把握し、本体部１００へ位置情報を送信する。また、レンズＣＰＵ２１０は、本体
部１００からズームレンズ２０２、絞り２０４、フォーカスレンズ２０６の位置や値を指
定するための命令を受け取ると、ズームレンズ２０２、絞り２０４、フォーカスレンズ２
０６の位置や値を指定する。
【００５４】
　レンズＣＰＵ２１０はＳＩＯ２１１を備え、このＳＩＯ２１１が、本体部１００のＤＳ
Ｐ・ＣＰＵ１１０に備えられているＳＩＯ１５３との間で通信を実行することで、本体部
１００とレンズ部２００との間で通信が行われる。
【００５５】
　ＲＯＭ２１２は、レンズＣＰＵ２１０が読み出して順次実行することでレンズ部２００
の動作を制御するためのコンピュータプログラムや、レンズ部２００の各種設定（例えば
、レンズの型番やシリアル番号等）が格納されるものである。またＲＡＭ２１４は、レン
ズ部２００の動作のために書き換え可能な情報が格納されるものである。
【００５６】
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　ドライバ２１６、２１８は、絞り２０４およびフォーカスレンズ２０６を動作させるモ
ータ２２０、２２２の駆動を制御する。ドライバ２１６、２１８を介して絞り２０４およ
びフォーカスレンズ２０６を動作させることで、被写体の大きさや光の量、ピントを調節
することができる。
【００５７】
　以上、図１を用いて本発明の一実施形態に係る撮像装置１０の機能構成について説明し
た。次に、本発明の一実施形態に係る撮像装置１０の動作について説明する。
【００５８】
　［１－２．撮像装置の動作］
　本発明の一実施形態に係る撮像装置１０は、自動シーンモード選択機能を備えている。
撮像装置１０は、シーンモードの判断材料として、被写体の特徴量、例えば輝度や色の偏
り、撮影距離などを参照する。一例をあげると、例えば、画像の輝度が所定値以上であれ
ば屋外シーンであると推定でき、かつ、撮影距離が近接域でない範囲であれば、撮像装置
１０は輝度及び撮影距離を考慮して、シーンモードの候補として「風景」を挙げることが
可能になる。
【００５９】
　被写体の特徴量以外に重視すべき判断材料としては、本体部１００に装着されるレンズ
部２００が有するレンズ特性がある。例えば、レンズ部２００が望遠レンズである場合に
は、被写体に近寄ることが難しい「スポーツ」や、背景をぼかして撮りたい「ポートレー
ト」などが有力なシーンモードの候補であり、室内のシーンを想定した「キャンドル」は
シーンモードの対象外として扱うのが適当である。
【００６０】
　このように、本体部１００に装着されるレンズ部２００が有するレンズ特性は、シーン
モード判定における重要な一要素として参照される。なお、特殊な場合として、レンズ部
２００にマクロ撮影のためのボタンが配置されている場合に、撮影者が当該ボタンを操作
してマクロ設定にした場合には、シーンモードは「クローズアップ」に限定されるのが適
当である。
【００６１】
　また、レンズ一体型の撮像装置であればレンズ特性は一意に決まるが、レンズ交換型の
撮像装置、例えば一眼型のスチルカメラの場合には、本体に装着されたレンズに応じて同
じ被写体であってもシーン認識の結果が異なることも考えられる。
【００６２】
　ここで、レンズ特性を考慮した場合の、シーンモードの選択例を以下に示す。
【００６３】
【表１】

【００６４】
　上述したように、自動シーンモード選択機能は、シーンモードの認識結果や処理内容に
不満を持つ撮影者にとっては、マニュアル操作でシーンモードを選択したいと考える撮影
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者も多い。その際に。手動によるシーンモード選択時には、撮像装置１０の本体部１００
に装着されている、レンズ部２００のレンズ特性に相応しいシーンモードだけが事前に選
出されていれば、使い勝手は大いに向上する。
【００６５】
　また、昨今では撮像装置の表示部を直接触ることで撮像装置を操作する、タッチパネル
によるユーザインタフェースを備えた撮像装置も数多く存在する。そのような撮像装置に
おいては、シーン選択時の表示画面は、レンズ特性に相応しい自動選出されたシーンモー
ドが、１つの画面内で全て表示されることが望ましい。
【００６６】
　図２（ａ）（ｂ）は、レンズ部２００のレンズが広角ズームレンズである場合に、撮像
装置１０の本体部１００にレンズ部を装着した際に表示部１１６に表示される画面の一例
を示す説明図である。上記の表１に示したレンズ特性を全く考慮しないと、表示部１１６
には全てのシーンモードが表示されることになる。
【００６７】
　ここで、上記の表１に示したレンズ特性を考慮すると、選択対象のシーンモードのみを
表示部１１６に表示させることができる。図３（ａ）（ｂ）は、レンズ部２００のレンズ
が広角ズームレンズである場合に、撮像装置１０の本体部１００にレンズ部を装着した際
に表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図である。
【００６８】
　図３（ａ）（ｂ）には、レンズ部２００のレンズが広角ズームレンズである場合に、上
記の表１に示したレンズ特性を考慮して、選択対象のシーンモードのみを表示部１１６に
表示させた際の表示例が図示されている。上記の表１では、広角ズームレンズの場合には
「スポーツ（Ｓ）」がシーンモードの選択対象外となっている。従って、図３（ｂ）のよ
うに、「スポーツ（Ｓ）」は表示部１１６に表示されない。
【００６９】
　このように、上記の表１に示したレンズ特性を考慮すると、選択対象のシーンモードの
みを表示部１１６に表示させることができるが、依然として操作画面が２面に渡っている
。そこで、撮影者によって、撮影者の興味がないシーンモードを削除することができれば
、次回からは簡単な設定画面を構成することができる。
【００７０】
　例えば、レンズ部２００のレンズが広角ズームレンズである場合に、撮影者が、「クロ
ーズアップ」と「キャンドル」のシーンモードは不要であると判断すると、撮影者は、撮
像装置１０に対して所定の操作を実行することで、これらのシーンモードを選択対象外に
指定することができる。
【００７１】
　図４は、レンズ部２００のレンズが広角ズームレンズである場合に、撮像装置１０の本
体部１００にレンズ部を装着した際に表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図
である。図４は、上記の表１に示したレンズ特性を考慮し、さらに、撮影者によって「ク
ローズアップ」と「キャンドル」のシーンモードが選択肢から削除された場合に、選択対
象のシーンモードのみを表示部１１６に表示させた際の表示例が図示されている。
【００７２】
　このように、上記の表１に示したレンズ特性を考慮し、さらに、撮影者によって「クロ
ーズアップ」と「キャンドル」のシーンモードが選択肢から削除されると、設定画面が１
画面に収まり、撮影者によるシーンモードの選択時の利便性を高め、シーンモードの選択
の際の時間短縮を図ることができる。
【００７３】
　また、シーンモードは、不要なものを削除するだけでなく、撮影者が必要と思うものを
追加できるようにしてもよい。例えば、上記の表１に示したレンズ特性を考慮すると、広
角ズームレンズであるレンズ部２００を撮像装置１０の本体部１００に装着させると、「
スポーツ（Ｓ）」がシーンモードの選択対象外となっている。しかし、撮影者の中には、
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広角ズームレンズを装着した場合であっても、その選択対象外となったシーンを選択した
いと考える場合もある。従って、広角ズームレンズを撮像装置１０の本体部１００に装着
させた場合に、所定の操作にて「スポーツ（Ｓ）」がシーンモードの選択対象となるよう
に設定できるようにすることが望ましい。また例えば、魚眼レンズを室内でも多用する撮
影者が、上記の表１を考慮すると選択対象から除かれてしまう「キャンドル」も選択肢に
加えたいと考えたときには、所定の操作にて「キャンドル（Ｃｄ）」がシーンモードの選
択対象となるように設定できるようにすることが望ましい。
【００７４】
　図５及び図６は、表示部１１６に表示される画面の一例を示す説明図であり、シーンモ
ードの追加・削除時の操作画面の一例を示したものである。このような設定画面は、例え
ば撮影者が操作部１２６に対して所定の操作を実行することによって表示部１１６に表示
されるものである。
【００７５】
　図５は、広角ズームレンズであるレンズ部２００が撮像装置１０の本体部１００に装着
された際の基本設定を示したものである。図５は、「ポートレート」、「風景」、「クロ
ーズアップ」、「記念写真」、「キャンドル」は選択候補としてマークされているが、「
スポーツ」は選択候補としてマークされていないことを示している。
【００７６】
　ここで、撮影者が、マークされたシーンモードの内「クローズアップ」と「キャンドル
」は不要であると判断すると、撮影者は操作部１２６を操作して、「クローズアップ」と
「キャンドル」のマークを外すことができる。図６は、図５のように表示部１１６に表示
された状態から、撮影者が操作部１２６を操作して、「クローズアップ」と「キャンドル
」のマークを外した状態について図示したものである。撮像装置１０は、「クローズアッ
プ」と「キャンドル」のマークが外されたことを検知して、マークされていないシーンモ
ードは、次回の手動選択画面には表示させない。
【００７７】
　また、撮影者が、マークされていないシーンモードである「スポーツ」もシーンモード
の選択対象として加えたいと判断すると、撮影者は操作部１２６を操作して、「スポーツ
」をマークすることができる。撮像装置１０は、「スポーツ」がマークされたことを検知
して、新たにマークされたシーンモードを次回の手動選択画面に表示させる。
【００７８】
　このように、撮影者は、撮像装置１０が提示したシーンモードに対して追加・削除を実
行することができる。撮像装置１０は、撮影者によって追加・削除されたシーンモードの
情報を、本体部１００に装着されているレンズ部２００の種別を示す識別情報と紐付けて
、本体部１００の内部、例えば不揮発性メモリ１０８に記録する。シーンモードの情報を
、本体部１００に装着されているレンズ部２００の種別を示す識別情報と紐付けて記録し
ておくことで、撮像装置１０は、電源がオフされた後に再度オンした場合や、別のレンズ
部２００に付け替えられた後に再度該当のレンズ部２００が装着された場合であっても、
撮影者によって設定された設定内容を再提供することが可能になる。
【００７９】
　なお、撮影者によって追加・削除されたシーンモードの情報は、レンズ部２００の種別
を示す識別情報と紐付ける他に、レンズ部２００のシリアル番号と紐付けて、本体部１０
０の内部に記録するようにしてもよい。シーンモードの情報をレンズ部２００のシリアル
番号と紐付けて本体部１００の内部に記録することで、同一の種別であっても、撮影者が
指定した特定のレンズ部２００に対してのみ、カスタマイズした内容を記録することがで
きる。
【００８０】
　また、本体部１００に装着されるレンズ部２００がズーム機能を持つ場合に、広角レン
ズの特徴と望遠レンズの特徴の両方を持ち合わせることがある。同じレンズでも、ズーム
状態（焦点距離）によって、撮影者が手動選択するシーンモードが異なることが考えられ
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る。従って、設定時のズーム情報（焦点距離情報）もレンズ部２００の種別を示す識別情
報に加えてもよい。またこの場合のシーンモード操作画面の表示内容は、画面切替時のズ
ーム位置に連動させることが望ましい。
【００８１】
　このように撮影者によって、本体部１００に装着されるレンズ部２００に応じて選択可
能なシーンモードのカスタマイズが可能となるが、もちろん、撮影者の操作によって、予
め本体部１００に用意されたデフォルトのシーンモード設定に戻すことも可能である。
【００８２】
　なお、上述した一連の操作は、ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０の内部に備わっているモード決定
部１６０に実行させてもよい。モード決定部１６０は、本体部１００に装着されるレンズ
部２００のレンズの特性やレンズの識別情報に基づいて適切なシーンモードを抽出して表
示部１１６に表示させたり、撮影者によるシーンモードの設定を不揮発性メモリ１０８に
保存したりすることで、本体部１００に装着されるレンズ部２００に応じて選択可能なシ
ーンモードのカスタマイズが可能となる。
【００８３】
　ここで、レンズに関連付けて不揮発性メモリ１０８に記録されるデータの一例について
説明する。まず、各シーンモードをビットに割り当てる。例えば、各シーンモードを以下
に示すようなシーンモードインデックステーブルによってビットに割り当てる。
【００８４】
　ポートレート　：０ｘ０００１
　風景　　　　　：０ｘ０００２
　クローズアップ：０ｘ０００４
　スポーツ　　　：０ｘ０００８
　記念写真　　　：０ｘ００１０
　キャンドル　　：０ｘ００２０
【００８５】
　例えば、あるレンズを本体部１００に装着した際に選択可能なシーンモードが「ポート
レート」「風景」「記念写真」の場合は、そのレンズに関連付けて記録されるデータは「
０ｘ００１３」となる。レンズに関連付けて記録される、選択可能なシーンモードのデー
タをシーンモードインデックス情報とも称する。
【００８６】
　レンズ部２００のレンズが広角単焦点レンズの場合には、例えば以下の表２のようにデ
ータが不揮発性メモリ１０８に記録される。
【００８７】
【表２】

【００８８】
　この表２は、レンズ部２００のシリアル番号と焦点距離閾値（ｍｍ）からなるレンズ識
別番号に紐付けて、上記の６つのシーンモードの内、「スポーツ」以外の５つのシーンモ
ードが使用可能であることを意味している。ここで、使用可能なシーンモードの候補から
、撮影者が「キャンドル」を削除すると、選択可能なシーンモードインデックス情報は「
０ｘ００１７」に変更されて不揮発性メモリ１０８に記録される。
【００８９】
　撮像装置１０は、シーンモードインデックス情報は、例えば、ズームレンズ２０２の焦
点距離の状態に応じて、不揮発性メモリ１０８に複数記録されるようにしてもよい。下記
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の表３は、表１に示した標準ズームレンズが本体部１００に装着された場合に、不揮発性
メモリ１０８に記録されるシーンモードインデックスの例を示している。
【００９０】
【表３】

【００９１】
　この表３は、レンズ部２００のフォーカスレンズ２０６の焦点距離が１８～３０ｍｍの
場合には、モード決定部１６０は１行目のシーンモードインデックス情報を参照し、焦点
距離が３０～５５ｍｍの場合には、モード決定部１６０は２行目のシーンモードインデッ
クス情報を参照し、焦点距離が５５ｍｍを超える場合には、モード決定部１６０は３行目
のシーンモードインデックス情報を参照することを表している。
【００９２】
　ここで、撮影者がレンズ部２００のフォーカスレンズ２０６を移動させて、焦点距離が
５５ｍｍの状態で、選択可能なシーンモードから「キャンドル」を撮影者が削除すると、
シーンモードインデックス情報は以下の表４のようになる。
【００９３】

【表４】

【００９４】
　このように本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０は、装着されるレンズ部２００が
同一のシリアル番号を有するレンズであっても、設定時のレンズの状態、例えばズームレ
ンズやフォーカスレンズの状態に応じて異なるシーンモードインデックス情報を設定して
、不揮発性メモリ１０８に記録することができる。
【００９５】
　図７は、本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０の動作を示す流れ図である。以下、
図７を用いて本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０の動作について説明する。
【００９６】
　撮像装置１０の電源がオンになると、まず本体部１００とレンズ部２００との間で初期
交信を実行する（ステップＳ１０１）。本体部１００とレンズ部２００との間の初期交信
は、本体部１００のＳＩＯ１５３と、レンズ部２００のＳＩＯ２１１との間で実行される
。レンズ部２００は本体部１００に対し、レンズ識別情報、焦点距離情報、絞り情報、フ
ォーカスレンズ２０６の位置情報等を送信する。なお、本体部１００とレンズ部２００と
の間の初期交信でレンズ部２００から送信されるレンズ識別情報には、例えばレンズの種
類や、レンズのシリアル番号等の情報が含まれていても良い。なお、本実施形態において
は、レンズ識別情報及び絞り情報は、撮像装置１０の電源がオンになった時点、またはレ
ンズ部２００が装着し直された時点でのみ交信される。
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【００９７】
　上記ステップＳ１０１において、本体部１００とレンズ部２００との間で初期交信が行
われると、続いて、本体部１００はレンズ部２００のレンズ識別情報を入手する（ステッ
プＳ１０２）。このレンズ部２００のレンズ識別情報は、例えばレンズ部２００のＲＯＭ
２１２に格納されており、本体部１００とレンズ部２００との間で初期交信が行われる際
に、レンズＣＰＵ２１０によって読み出されて本体部１００へ送信される。
【００９８】
　上記ステップＳ１０２において、本体部１００がレンズ部２００のレンズ識別情報を入
手すると、続いて本体部１００は、そのステップＳ１０２で入手したレンズ部２００のレ
ンズ識別情報が、既に本体部１００に記録済みであるかどうかを判断する（ステップＳ１
０３）。この判断は例えばモード決定部１６０が実行する。
【００９９】
　上記ステップＳ１０３の判断の結果、ステップＳ１０２で入手したレンズ部２００のレ
ンズ識別情報が、既に本体部１００に記録済みである場合には、続いて本体部１００は、
装着されているレンズ部２００のレンズ識別情報から、選出可能なシーンモードインデッ
クスを確認する（ステップＳ１０４）。この選出可能なシーンモードインデックスの確認
は例えばモード決定部１６０が実行する。そして、ステップＳ１０４で、装着されている
レンズ部２００のレンズ識別情報から、選出可能なシーンモードインデックスを確認する
と、本体部１００は、続いて、上記表１のようなシーンモードインデックステーブルと照
合して、表示部１１６に表示するシーンモードを決定する（ステップＳ１０５）。この表
示部１１６に表示するシーンモードの決定は、例えばモード決定部１６０が実行する。
【０１００】
　一方、上記ステップＳ１０３の判断の結果、ステップＳ１０２で入手したレンズ部２０
０のレンズ識別情報が、既に本体部１００に記録されていない場合には、本体部１００は
、デフォルトのシーンモードの設定を参照する（ステップＳ１０６）。このデフォルトの
シーンモードの設定の参照は、例えばモード決定部１６０が実行する。そして、デフォル
トのシーンモードの設定は、例えば不揮発性メモリ１０８に格納されていてもよい。
【０１０１】
　続いて本体部１００は、上記ステップＳ１０１における本体部１００とレンズ部２００
との間の初期交信で入手したレンズ特性データを参照して、表示部１１６に表示するシー
ンモードを決定する（ステップＳ１０７）。この表示部１１６に表示するシーンモードの
決定は、例えばモード決定部１６０が実行する。
【０１０２】
　上記ステップＳ１０７で、初期交信で入手したレンズ特性データを参照して、表示部１
１６に表示するシーンモードを決定すると、続いて本体部１００は、シーンモードを撮影
者が手動で選択するマニュアルシーンモードである場合に、上記ステップＳ１０６で決定
したシーンモードのみを表示部１１６に表示する（ステップＳ１０８）。このシーンモー
ドの表示部１１６への表示は、例えばＧＵＩ管理部１５９が実行する。
【０１０３】
　上記ステップＳ１０８で、本体部１００が上記ステップＳ１０７で決定したシーンモー
ドのみを表示部１１６に表示すると、本体部１００は、続いて、撮影者によってシーンモ
ードの削除・追加画面が呼び出されたかどうかを判断する（ステップＳ１０９）。撮影者
によってシーンモードの削除・追加画面が呼び出されたかどうかの判断は、例えばＧＵＩ
管理部１５９が実行する。
【０１０４】
　上記ステップＳ１０９の判断の結果、撮影者によってシーンモードの削除・追加画面が
呼び出された場合には、本体部１００は、現在の選択可能なシーンモードを識別して、表
示部１１６に表示する（ステップＳ１１０）。ステップＳ１０９で表示部１１６に表示す
る画面は、上述の図５、図６に示したような画面である。
【０１０５】
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　上記ステップＳ１１０で、本体部１００が表示部１１６へ選択可能なシーンモードを表
示すると、続いて本体部１００は、撮影者によってシーンモードの変更が行われたかどう
かを判断する（ステップＳ１１１）。撮影者によるシーンモードの変更が行われたかどう
かの判断は、例えばＧＵＩ管理部１５９が実行する。
【０１０６】
　上記ステップＳ１１１の判断の結果、撮影者によってシーンモードの変更が行われたと
判断した場合には、本体部１００は、選択可能なシーンモードの情報を更新する（ステッ
プＳ１１２）。この選択可能なシーンモードの情報の更新は、例えばモード決定部１６０
が実行する。シーンモードの更新によって、例えば、不揮発性メモリ１０８に格納された
シーンモードインデックス情報が更新される。一方、上記ステップＳ１１０の判断の結果
、撮影者によってシーンモードの変更が行われなかったと判断した場合には本体部１００
は何もしない。
【０１０７】
　続いて、本体部１００は、レンズ部２００のレンズ識別情報と紐付けて、選択可能なシ
ーンモードのインデックス情報を不揮発性メモリ１０８に記録する（ステップＳ１１３）
。この選択可能なシーンモードのインデックス情報の不揮発性メモリ１０８への記録は、
例えばモード決定部１６０が実行する。
【０１０８】
　続いて、本体部１００は、撮像装置１０の電源が撮影者によってオフにされたかどうか
を判断する（ステップＳ１１４）。ステップＳ１１４の判断の結果、撮像装置１０の電源
がオフにされなければ、続いて、本体部１００は、レンズ部２００が本体部１００から脱
着されたかどうかを判断する（ステップＳ１１５）。レンズ部２００が本体部１００から
脱着されたかどうかの判断は、ＤＳＰ・ＣＰＵ１１０が実行する。
【０１０９】
　上記ステップＳ１１５の判断の結果、レンズ部２００が本体部１００から脱着されたと
判断した場合には、上記ステップＳ１０１に戻って、本体部１００はレンズ部２００との
間で初期交信を実行する。一方、上記ステップＳ１１５の判断の結果、レンズ部２００が
本体部１００から脱着されていないと判断した場合には、上記ステップＳ１０７に戻って
本体部１００とレンズ部２００との間の初期交信で入手したレンズ特性データを参照して
、表示部１１６に表示するシーンモードを決定する。
【０１１０】
　一方、上記ステップＳ１１４の判断の結果、撮像装置１０の電源がオフにされていたな
らば、撮像装置１０は電源をオフにする。
【０１１１】
　この図７に示した一連の処理を実行することで、本発明の一実施形態に係る撮像装置１
０は、本体部１００に装着されているレンズ部２００のレンズ特性に基づいたシーンモー
ドのみを撮影者に提示することが可能になるとともに、撮影者によって、提示されたシー
ンモードに対して、シーンモードの追加や削除が可能になる。
【０１１２】
　ここまでは、撮像装置１０に用意されたシーンモードのカスタマイズについて説明した
が、本発明においては、カスタマイズ出来る撮影モードはシーンモードに限られない。例
えば、本発明はフォーカス駆動範囲を切り替えることができる撮影モードにも適用可能で
ある。
【０１１３】
　例えば、マクロレンズは、撮影倍率を稼ぐために繰り出し量が標準レンズに比べて長く
なる。従って、焦点調節可能範囲の全域でオートフォーカス駆動を実行すると、合焦処理
に時間がかかってしまう。図８は、マクロレンズのレンズ駆動範囲の例を示す説明図であ
る。デフォルトの設定であれば、オートフォーカス駆動の際にマクロレンズは無限遠から
最近接の範囲でレンズを駆動させるので、合焦処理に時間がかかる。
【０１１４】
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　そこで、撮影者が撮像装置１０の使い方に応じて、図８に示したマクロ駆動域のみ、ま
たは標準レンズ相当の駆動域のみを選択するカスタマイズ機能に本発明を適用してもよい
。このようにレンズ駆動域を限定させることで、オートフォーカス駆動の際の合焦処理を
短縮させることができる。
【０１１５】
　また、一部のレンズは、図９に示したように、撮影者が手動でオートフォーカス（ＡＦ
）とマニュアルフォーカス（ＭＦ）とを切り替えることができるＡＦ／ＭＦ切替部２３０
と、通常の撮影とマクロ撮影とを切り替えることができるマクロスイッチ２４０とを備え
ているものもある。一般的に撮像装置１０の本体部１００のＡＦ／ＭＦ設定に対し、ＡＦ
／ＭＦ切替部２３０やマクロスイッチ２４０が、図９に示したようなスライドスイッチの
ような形状であれば、設定状況が外観にて確認できるため、レンズ部２００側のＡＦ／Ｍ
Ｆ切替部２３０のＡＦ／ＭＦ設定や、マクロスイッチ２４０の設定が優先される。
【０１１６】
　しかし、通常使用時はレンズ部２００側のＡＦ／ＭＦ切替部２３０の設定に準じてＡＦ
もしくはＭＦとして動作するとしても、特定のシーンモード、例えば「スポーツ」モード
では常時ＡＦ設定であって欲しいと考える撮影者の要望も想定される。従って、デフォル
ト設定ではＡＦ／ＭＦ切替部２３０の設定に準じ、撮影者のカスタマイズ設定により上記
Ｆ／ＭＦ切替部２３０の設定を無視して、特定動作（常時ＡＦまたは常時ＭＦなど）を指
定できるようにしてもよい。同様に、デフォルト設定ではマクロスイッチ２４０の設定に
準じ、撮影者のカスタマイズ設定によりマクロスイッチ２４０の設定を無視して、レンズ
の駆動域を限定させるようにしてもよい。
【０１１７】
　＜２．まとめ＞
　以上説明したように本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０は、本体部１００に装着
されるレンズ部２００のレンズ特性に応じて、本体部１００に記録されている撮影モード
の設定を読み出して、撮影者に提示することができる。そして、本発明の一実施形態にか
かる撮像装置１０は、撮影者に提示した撮影モードの、撮影者による編集処理を可能とす
る。これにより本発明の一実施形態にかかる撮像装置１０は、本体部１００に装着される
レンズ部２００に応じて、撮影者の好みに合う撮影モードを設定し、内部に記録すること
が可能となる。
【０１１８】
　本体部１００に記録されている撮影モードの設定としては、例えば上述したように、シ
ーンモードの設定や、フォーカス駆動範囲の設定などがあってもよい。シーンモードの設
定であれば、レンズの特性に応じて撮像装置１０が表示部１１６へ提示した撮影モードに
対して、撮影者による編集入力を可能にする。これにより撮像装置１０は、本体部１００
に装着されるレンズ部２００のレンズ特性に応じて、さらに撮影者の好みに応じて、適切
なシーンモードの提示を可能にする。
【０１１９】
　以上、添付図面を参照しながら本発明の好適な実施形態について詳細に説明したが、本
発明はかかる例に限定されない。本発明の属する技術の分野における通常の知識を有する
者であれば、特許請求の範囲に記載された技術的思想の範疇内において、各種の変更例ま
たは修正例に想到し得ることは明らかであり、これらについても、当然に本発明の技術的
範囲に属するものと了解される。
【産業上の利用可能性】
【０１２０】
　本発明は、撮像装置、撮影モード選択方法及びコンピュータプログラムに適用可能であ
り、特に撮影モードを自動的に判定する撮像装置、撮影モード選択方法及びコンピュータ
プログラムに適用可能である。
【符号の説明】
【０１２１】
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　１０　　撮像装置
　１００　　本体部
　１０２　　シャッタ
　１０４　　ＣＭＯＳイメージセンサ
　１０６　　画像入力コントローラ
　１０８　　不揮発性メモリ
　１１０　　ＤＳＰ・ＣＰＵ
　１１２　　圧縮処理回路
　１１４　　ＬＣＤドライバ
　１１６　　表示部
　１１８　　ＶＲＡＭ
　１２０　　メモリ
　１２２　　メディアコントローラ
　１２４　　記録メディア
　１２６　　操作部
　１２８　　ドライバ
　１３０　　モータ
　１３２　　バッテリ
　１４２　　ＣＤＳ回路
　１４４　　Ａ／Ｄ変換器
　１５１　　タイミングジェネレータ
　１５２　　Ｉ／Ｏ
　１５３　　ＳＩＯ
　１５４　　ＡＥ／ＡＷＢ／ＡＦ評価算出部
　１５５　　適正ＡＷＢ算出部
　１５６　　画像処理部
　１５７　　ＡＦ演算・制御部
　１５８　　ＡＥ演算・制御部
　１５９　　ＧＵＩ管理部
　１６０　　モード決定部
　２００　　レンズ部
　２０２　　ズームレンズ
　２０４　　絞り
　２０６　　フォーカスレンズ
　２０８　　Ａ／Ｄ変換器
　２１０　　レンズＣＰＵ
　２１１　　ＳＩＯ
　２１２　　ＲＯＭ
　２１４　　ＲＡＭ
　２１６、２１８　　ドライバ
　２２０、２２２　　モータ
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